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★冬の主な感染症★
インフルエンザ

インフルエンザウイルスに感染することによって発症し、39度以上の急激な発熱、悪寒やのどの痛み、咳や鼻水、全身のだるさ、関節痛を伴います。

感染性胃腸炎

ノロウイルス・ロタウイルスなどの感染によって起こります。突然の嘔吐と下痢、腹痛の症状があらわれ、発熱する場合もあります。しかし、嘔吐や下痢の症状がないまま経過する事もありますので注意が必要です。ロタウイルスの場合は便が白っぽくなることがあります。

ＲＳウィルス感染症

１歳までに70％、２歳までにほぼ100％の子どもがかかると言われている、ごくありふれたウィルスです。しかし、何回も感染したり、重くなると呼吸困難になって入院したりすることも多く、インフルエンザよりちょっと厄介なウィルスです。
★おう吐処理セット★

100均のカゴに処理グッズをセットしておくと便利！ 

1 ビニール手袋　②マスク　③新聞紙や古雑巾　④レジ袋　⑤250mlペットボトル（キャップ一杯約5mlの次亜塩素酸ナトリウム入り）
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手洗いのすすめ★

　　[image: image1]
★子どもの足に合う靴選び★
サイズチェック方法
· 中敷きのある靴は、取り出して子どもの足を乗せてサイズを確認しましょう。足の指の一番長い部分から、幼児で9ミリ程度の余裕があるのが理想。
· 中敷きがない場合は、かかとから一番長い指までの長さに9ミリ程度の余裕を足した短冊を作り、靴に入れて短冊が弓なりになればその靴が小さいという目安に。
（朝日新聞より）
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★基本的な病気の対処方法★　（あいち小児保健医療総合センター救急科の池山由紀医師より）
発熱
41℃程度の熱が出ても、脳にダメージを受けることはありません。発熱は体の防御反応で、ウィルスや細菌と戦っている状態です。体温が高いからといって、必ずしもそれ自体が大きな問題とはなりません。熱が上がるときは手足が冷たくなるので、体を温めてあげましょう。手足が温かくなったら掛物をはずして涼しくします。お子様が嫌がる場合は無理に冷やす必要はありません。解熱剤を使用した場合は、熱が0.5～1℃下がれば効果があったと考えてください。
嘔吐
安静にして、吐いたものがのどに詰まらないよう頭を少し起こして横向きに寝かせましょう。吐き気がおさまってから水分をとります。イオン飲料はお家で簡単に作ることができます。飲料水1リットルに食塩小さじ１杯+砂糖大さじ４杯半+お好みでレモン果汁少々を入れるだけ。飲み始めは小さじ１杯からとし、飲ませても吐いてしまう場合は３０分以上たってからもう一度始めてください。
けいれん
突然、両手足がピーンと突っ張り、体が硬直し、白目をむいてからガクガクと震える状態をけいれんといいます。泡をふいたり唇が紫色になったりもするので、けいれんをみると気が動転しますが、まず気を落ち着かせましょう。吐いたものが詰まらないように顔を横に向けて寝かせます。呼吸がしやすいように衣服やオムツをゆるめてあげてください。「どうしたの！〇〇ちゃん！」と大声を出したり、体をゆすったりせず、静かに見守ります。観察のポイントは、けいれんの時間・左右対称か・白目をむいた時の瞳の位置・唇の色・けいれんがおさまった後の意識確認等です。
出血
· 直接圧迫止血法
使い捨て手袋やビニール袋で感染予防をします。ガーゼを当てて強く圧迫します。出血部位を心臓より高い位置にできると良いでしょう。
· 間接圧迫止血法
出血部位より心臓に近い動脈を押さえる、手で圧迫するのが難しければ、包帯やひもで縛ってみる、ずっと圧迫し続けていると血流が途絶えてしまうので、３０分に１回はゆるめましょう。最近見られるようになったハイドロコロイド絆創膏は、止血してから薬を何も塗らずに貼ってください。
★冬も薄着ですごそう★
病気の対処方法についてご紹介しましが、まずは病気にならないように、健康なからだ作りをしたいものです。冬でも薄着で過ごそうといわれますが、薄着の効果や方法は？
効果

体温調節機能が育つ、自律神経の働きを活発にする、動きやすくなる
方法
1 吸湿性の高い綿100％の肌着を着て、保温性を高める空気の層を作ります。
2 薄いシャツ→トレーナー→ジャンパーのように、着脱しやすく重ねる。
3 ハイネック、レッグウォーマー、靴下など動脈が皮膚の表面に近い部分を温める。
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